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１．地域内の環境評価に関する事項 

（１）現況調査 

① 地域の概要 

利根町は，首都東京から約 40Km という立地条件と，平坦な地形

を活かして市街地の形成が進んできましたが，現在も農業地域の環

境は比較的良く保存されており，利根川に代表される水と緑の豊か

な町の姿を維持しています。 

また，町の総面積は 24.9k ㎡で，その約５６%が農地となっており，

主に町東部を中心に広がっています。これらの多くは，優良農地と

して保全に努めているほか，土地改良事業等の農業基盤整備も進め

られております。 

② 自然環境 

【気 象】 

利根町の気候は，比較的温暖で，年間降水量は約１３５０ｍｍ

で冬期の積雪は少ない。風は夏季は南東，冬季は北西の風が強い。 

【地 形】 

標高３～５ｍの水田や市街地が広がる低地部と標高２０～２５

ｍ程の台地により構成されており，その中央部を新利根川が東西

に流れている。 

【地 質】 

  台地部の地質は海成堆積層と関東ローム層と呼ばれる火山灰層

からなっている。低地部は砂・粘土互層～海成粘土～砂層～砂・

粘土互層のサイクルで堆積した沖積層が広く分布している。 

【水環境】 

利根町は，利根川をはじめ小貝川，新利根川などの河川が流れ，

豊かな自然環境に恵まれている反面，水害に悩まされてきた町で

もあります。このため，河川の整備は，町民生活の安全の確保に

とって重要な課題です。 

特に，都市化の進展により雨水の流出量が増大しているため，

新利根川の排水能力に限界が生じており，河川改修や遊水地計画

に基づいた整備の早期完成が望まれます。 

【植 物】 

台地は，宅地開発が行われているが一部には杉，松などの樹木

が育っている。 

低地の水辺には，ガマ，ヨシ等が見られる。 

 



【動 物】 

鳥類では，キジバト，ホウジロ，メジロ等を見ることができる。 

ほ乳動物では，たぬき，イタチ等を見ることができる。 

【昆虫類】 

昆虫類ではカブトムシ，クワガタ，カタツムリ，トンボが見ら

れる。 

【魚 類】 

魚類では，ヘラブナ，マブナ，コイ，ブラックバス，ドジョウ，

ウナギ等を見ることができる。 

③ 社会環境 

【地域指定】 

公園・緑地等の地域指定状況 

指定なし 

農業関連の地域指定状況 

利根町農業振興地域（昭和４５年農業振興地域の整備に関

する法律） 

 

【観光レクリエーション】 

観光資源としては，旧役場の敷地に，柳田国男が少年期を過ご

した旧小川家の土蔵と復元した母屋に庭園を添えた柳田国男記念

公苑をはじめ，徳満寺，来見寺等があります。 

また，新利根川沿線を整備し，利根親水公園と併せて，水と自

然とふれあうレクリエーション施設の計画があります。 

 

【土地利用】 
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【歴 史】 

  利根町には，花輪台貝塚に代表されるいくつかの貝塚があり，

この地が古くから人の住む地として優れた環境であったことがう



かがわれます。江戸時代には，利根川水運の河岸場として，また，

江戸から水戸方面へ通じる佐竹街道の要衝としても栄えた町です。 

  一方で，河川沿いの町の宿命としてたび重なる水害に悩まされ，

その解決には不断の努力が払われてきました。 

 昭和３０年，布川町，文村，文間村，東文間村の１町３村が合併

して利根町が誕生しましたが高度成長における全国的な人口や産

業の大都市集中のなかで，若年層を中心に多くの町民が東京をは

じめ，町外へと流出していきました。 

 しかし，昭和４０年代後半以降，栄橋の架け替え及び県道千葉竜

ヶ崎線バイパスの完成を契機に都市化の波が押し寄せ，次々と住

宅団地が開発されて，町は住宅地の様相を強めていきました。 

 

（２）環境評価（現状と課題） 

【自然環境】 

利根川，新利根川等の河川を中心とした美しい水辺の環境を有し，

県の緑地環境保全地域に指定されている神社境内の樹林等，都市化が

進展するなか多くの緑が残されているなど，水と緑の豊かな自然環境

に恵まれています。 

【社会環境】 

ライフスタイルの多様化や，これに伴う住民ニーズに対応したスポ

ーツ・レクリエーション等，様々な活動が行える特色ある公園を中田

切地先に整備するなど，公園を整備拡充していくことが求められてい

ます。 

【生活環境】 

ごみ問題や公害などは，地球規模の環境問題として深刻化してきて

おり，その解決には，個人，地域レベルからの対応が求められていま

す。今後は，地球環境問題も視野に入れた環境にやさしい社会を目指

し，省資源・省エネルギーの視点に立って，快適な環境を形成してい

くことが必要です。 

 

２．環境保全の基本的な考え方 

【自然環境】 

自然の生態系への配慮をするなど，人と自然の共生を念頭に，利根

川，新利根川や緑地の水辺等の豊かな自然環境を活かした，町民の憩

いの場となる公園・緑地の整備を進めるとともに，里親制度の構築等，

住民が参画できるような施策を推進していきます。 



【社会環境】 

緑の持つ機能をより効果的なものにするため，公園・緑地等にとど

まらず河川や農地，民有地等を含む幅広い対象について，体系的に保

全整備を進めるための基本となる，緑とオ－プンスペースの計画づく

りを検討していきます。 

【生活環境】 

各種の広報活動を通じて，省エネルギー，省資源や環境保全に対す

る意識の啓発を行うとともに，クリーンエネルギーの利用についても

検討し，環境にやさしい社会の形成を目指します。 

 

３．地域の整備計画 

第５次利根町総合振興計画と整合性を図る。 

キャッチフレーズ「ともに創ろう みんなが住みたくなるまち とね」 

 

基本施策①安全で人にやさしい快適なまちづくり 

     ・快適な住環境の整備 

     ・環境対策の充実 

     ・道路・交通網の整備 

     ・安全で自然環境にやさしい上下水道の管理運営 

     ・防犯対策の充実 

     ・防犯・交通安全の充実 

    ②いつまでも健康で元気あふれるまちづくり 

     ・健康づくりの推進 

     ・支え合う福祉の推進 

     ・みんなを支える社会保障制度の充実 

    ③誰もが夢を持ち輝き続けるまちづくり 

     ・子育て環境の充実 

     ・特色ある学校教育の推進 

     ・学びやすい生涯学習環境の整備 

     ・参加しやすい文化・スポーツ環境の整備 

    ④みんなが集まるおもしろいまちづくり 

     ・魅力ある農業振興 

     ・地域特性を活かした商工業の育成 

     ・活気あふれる交流・観光の推進 

    ⑤みんなが主役でともに進むまちづくり 

     ・町民参加体制の充実 



     ・誰もが尊重される環境の整備 

     ・町民参加を進める広報・広聴の推進 

     ・効果的・効率的な行財政運営の推進 

 

４．環境保全目標・基本方針 

豊かな田園環境は，利根町の貴重な財産であり，一面に広がる水田と

集落によって形成される田園環境を大切にし，次世代を担う子供たちに

引き継いでいく。 

そのため，田園環境を住民全体の宝物，原風景として，保全，活用す

るとともに，これを舞台として河川や水路，道路を軸に公園，緑地など

とネットワークして，水と緑の豊なまちづくりを推進していく方針であ

る。 

 

５．農業農村整備事業における整備計画 

 

区  域 図 事   業 地区名 予定工期 内容 

環境創造 ① 水環境整備事業 中  谷   

環境配慮 ② 経営体育成基盤整備事業 利  根 Ｈ３～  

③ 経営体育成基盤整備事業 利根北部 Ｈ２１～  

④ 経営体育成基盤整備事業 利根西部 Ｈ３０～  

⑤ 経営体育成基盤整備事業 利根南部 Ｒ３～  

⑥ 地盤沈下対策事業 豊田南用水 Ｈ１３～  

⑦ 湛水防除事業 利根東部   

⑧ 元気な地域づくり交付金 布  川 Ｈ１９～  

 


